
(57)【要約】

【課題】システムを簡略化し、かつ再飛散を防止するこ

とが可能な交流電界形電気集じん装置を提供する。

【解決手段】帯電部４０の線電極２３と平板電極２１，

２２との間に交流高電圧を印加する。交流高電圧として

は、正弦波高電圧のみならず矩形波高電圧を用いること

が可能である。帯電部４０には交流の高電圧が印加され

るので、正および負のコロナ放電が交互に発生する。し

たがって、この交流コロナ放電により、帯電部４０を通

過する粒子も正および負に交互に帯電し、集じん部５０

で効率よく集じんされる。また、帯電部４０と集じん部

５０に同一の交流高電圧を印加することにより、よりシ

ンプルなシステム構築が可能になる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
空 気 中 に 浮 遊 す る 粒 子 を 帯 電 す る 帯 電 部 と 、 該 帯 電 部 の 下 流 に お い て 帯 電 粒 子 を 集 じ ん す
る 集 じ ん 部 と を 有 す る 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 で あ っ て 、
前 記 帯 電 部 と 前 記 集 じ ん 部 に 交 流 高 電 圧 を 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 交 流 電 界 形 電 気 集 じ
ん 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、
前 記 帯 電 部 と 前 記 集 じ ん 部 に 対 し て 、 同 一 の 高 圧 発 生 装 置 よ り 同 一 の 交 流 高 電 圧 を 印 加 す
る こ と を 特 徴 と す る 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、
前 記 交 流 高 電 圧 と し て 、 正 弦 波 高 電 圧 も し く は 矩 形 波 高 電 圧 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 交
流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
空 気 中 に 浮 遊 す る 粒 子 を 帯 電 す る 帯 電 部 と 、 該 帯 電 部 の 下 流 に お い て 帯 電 粒 子 を 集 じ ん す
る 集 じ ん 部 と を 有 す る 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 を 駆 動 す る に 際 し て 、
前 記 帯 電 部 と 前 記 集 じ ん 部 に 交 流 高 電 圧 を 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 、 交 流 電 界 形 電 気 集
じ ん 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ト ン ネ ル 内 の 空 気 な ど を 浄 化 す る の に 好 適 な 、 矩 形 波 電 気 集 じ ん 装 置 、 お よ び
、 矩 形 波 電 気 集 じ ん 装 置 の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 知 ら れ て い る 通 り 、 自 動 車 道 ト ン ネ ル 内 の 空 気 は 、 自 動 車 か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ
ス 中 の 有 害 ガ ス 、 煤 煙 、 自 動 車 の 走 行 に 伴 っ て 生 じ る タ イ ヤ や 道 路 ア ス フ ァ ル ト の 磨 耗 粉
塵 な ど の サ ブ ミ ク ロ ン オ ー ダ の 浮 遊 微 粒 子 で 汚 染 さ れ て い る 。 そ こ で 、 こ の 汚 染 空 気 中 の
煤 煙 ・ 微 粒 子 を 除 去 す る た め に 、 帯 電 部 お よ び 集 じ ん 部 に よ っ て 構 成 さ れ た 二 段 式 電 気 集
じ ん 装 置 を 用 い た 空 気 浄 化 設 備 が 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ５ は 、 一 般 的 に 知 ら れ て い る ２ 段 式 電 気 集 じ ん 装 置 の 構 成 を 示 す 。 本 図 に 示 す 電 気 集 じ
ん 装 置 １ ０ ０ は 、 帯 電 部 １ と 集 じ ん 部 ２ か ら 構 成 さ れ て い る 。 帯 電 部 １ は 、 線 （ ４ ） 対 平
板 電 極 （ ３ ａ ， ３ ｂ ） 構 造 を 有 し て い る 。 そ し て 、 電 極 間 に は 直 流 高 電 圧 を 課 電 し 、 コ ロ
ナ 放 電 を 発 生 さ せ て い る 。 一 方 、 集 じ ん 部 ２ は 、 平 行 平 板 電 極 （ ５ ａ ， ５ ｂ ， ６ ） 構 造 を
有 し て い る 。 こ の 平 行 平 板 電 極 間 に は 直 流 高 電 圧 を 課 電 す る こ と に よ り 、 静 電 界 が 形 成 さ
れ る 。 こ れ ら の 構 成 を も つ ２ 段 式 電 気 集 じ ん 装 置 に お い て 、 粒 子 は 帯 電 部 １ に お い て 単 極
性 に 帯 電 し 、 集 じ ん 部 ２ の 静 電 界 に よ っ て 、 集 じ ん 電 極 ５ ａ ， ５ ｂ 上 に 捕 集 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ う い っ た 従 来 型 の 二 段 式 電 気 集 じ ん 装 置 は 、 ナ ノ メ ー タ 粒 子 に 対 し て も 集 じ ん 率 が 高 く
、 ま た 大 流 量 処 理 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 他 の 従 来 技 術 と し て 、 微 粒 子 状 物 質 を 特 定 極 性 に 帯 電 す る た め の 放 電 電 極 と 、 前 記
放 電 電 極 に よ っ て 帯 電 さ れ た 微 粒 子 状 物 質 を 集 塵 す る た め の 集 塵 電 極 と を 具 備 す る 電 気 集
塵 装 置 に お い て 、 前 記 放 電 電 極 は 細 長 い プ レ ー ト 状 電 極 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 プ レ ー ト 状 電
極 の 一 方 ま た は 双 方 の 側 部 は そ の 厚 さ が テ ー パ 状 に 漸 減 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 気
集 塵 装 置 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 従 来 技 術 で は 、 放 電 電 極 が 細 長 い プ レ
ー ト 状 電 極 か ら 構 成 さ れ て い る の で 充 分 な 強 度 を 有 す る 。 そ れ 故 に 、 こ の プ レ ー ト 状 電 極
に 大 き な 張 力 を 加 え る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 放 電 電 極 に 生 じ る 振 動 を 抑 え る こ と が で
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き 、 火 花 放 電 の 発 生 を 少 な く す る こ と が で き る 。 ま た 、 プ レ ー ト 状 電 極 の 一 方 ま た は 双 方
の 側 部 は そ の 厚 さ が テ ー パ 状 に 漸 減 さ れ て い る の で 、 放 電 電 極 か ら の コ ロ ナ 放 電 は テ ー パ
状 の 側 端 か ら 発 生 し 、 コ ロ ナ 放 電 を 安 定 的 に 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ２ ３ ９ ７ ３ ８ 号 公 報 （ 第 ２ ～ ３ 頁 ， 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 自 動 車 道 路 ト ン ネ ル 内 の よ う に 、 浮 遊 粒 子 の 主 成 分 と し て 、 電 気 抵 抗 の 低 い カ ー
ボ ン な ど が 含 ま れ て い る 場 合 に は 、 集 じ ん 電 極 上 に 捕 集 さ れ た 粒 子 が 再 び 飛 散 し 、 ガ ス 流
と 共 に 電 気 集 じ ん 装 置 か ら 排 出 さ れ る 場 合 が あ る 。 こ の 現 象 を 再 飛 散 現 象 と 呼 ぶ 。 再 飛 散
現 象 は 、 大 粒 径 粒 子 の 集 じ ん 率 を 著 し く 低 下 さ せ る こ と か ら 、 改 善 す べ き 大 き な 課 題 と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ６ は 、 上 述 し た 再 飛 散 現 象 の メ カ ニ ズ ム を 示 し た 説 明 図 で あ る 。 こ こ で 、 帯 電 部 に お い
て 粒 子 は 、 負 に 単 極 帯 電 さ れ て い る も の と す る 。 こ の 場 合 、 再 飛 散 現 象 の メ カ ニ ズ ム は 以
下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま ず 、 図 ６ の （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 帯 電 部 内 で 負 極 性 に 帯 電 し た 粒 子 ９ は 、 集 じ ん 部 接 地
電 極 板 上 に 捕 集 さ れ る 。 接 地 電 極 上 に 集 じ ん さ れ た カ ー ボ ン 粒 子 は 、 直 ち に 電 荷 を 失 い 接
地 極 と 同 極 性 と な る 。 こ の た め 、 接 地 電 極 上 の 集 じ ん 粒 子 の 近 傍 は 電 界 が 強 く な る 。 さ ら
に （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 空 間 中 の 負 極 性 帯 電 粒 子 が 接 地 電 極 上 に 集 じ ん さ れ る と き 、 接 地
電 極 上 の 粒 子 と 凝 集 す る と と も に 、 電 界 に よ る ク ー ロ ン 力 に よ っ て 、 負 極 性 電 極 方 向 へ 数
珠 状 凝 集 粒 子 を 形 成 す る 。 接 地 電 極 上 の 数 珠 状 凝 集 粒 子 は 凝 集 肥 大 化 す る に 従 い （ 図 ６ （
Ｃ ） 参 照 ） 、 流 体 抗 力 や ク ー ロ ン 力 な ど の 剥 離 力 が 強 く な り 、 こ れ ら の 力 が 接 地 電 極 と 凝
集 粒 子 間 の 付 着 力 よ り 大 き く な っ た と き 再 飛 散 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
か か る 再 飛 散 現 象 を 極 め て 有 効 に 防 止 す る 方 法 と し て 、 矩 形 波 交 流 電 気 集 じ ん 装 置 が 提 案
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ７ は 、 矩 形 波 交 流 電 気 集 じ ん 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 。 本 装 置 は 、 帯 電 部 ４ ０ と 集 じ ん 部
５ ０ か ら 構 成 さ れ て い る 。 帯 電 部 ４ ０ は 線 対 平 板 電 極 構 造 で あ り 、 １ 対 の 平 板 か ら な る 接
地 電 極 ２ １ ， ２ ２ と 線 状 の 高 電 圧 電 極 ２ ３ を 有 す る 。 こ の 線 － 平 板 電 極 間 に は 高 電 圧 電 源
２ ０ か ら 直 流 高 電 圧 を 印 加 し 、 帯 電 部 ４ ０ に コ ロ ナ 放 電 を 発 生 さ せ る 。 直 流 高 電 圧 の 極 性
は 正 ま た は 負 の い ず れ で も 良 く 、 ま た パ ル ス 電 圧 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
集 じ ん 部 ５ ０ は 平 行 平 板 電 極 構 造 で あ り 、 １ 対 の 平 板 か ら な る 接 地 電 極 ３ １ ， ３ ２ と 、 １
枚 の 平 板 か ら な る 高 電 圧 電 極 ３ ３ と を 有 す る 。 こ の 接 地 － 高 電 圧 電 極 間 に は 、 矩 形 波 高 電
圧 電 源 ３ ０ か ら 矩 形 波 高 電 圧 を 印 加 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
な お 、 矩 形 波 高 電 圧 電 源 ３ ０ の 代 わ り に 正 弦 波 交 流 か ら な る 交 流 高 電 圧 電 源 を 用 い て も 良
い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 種 の 矩 形 波 高 電 圧 電 源 の 電 圧 範 囲 は 、 電 極 間 １ ｍ ｍ あ た り ３ ｋ Ｖ 以 下 が 適 当 で あ り 、
一 般 に は １ ｍ ｍ あ た り 約 ０ ． ９ ｋ ｖ 程 度 で あ る 。 ま た 、 印 加 電 圧 の 周 波 数 は 数 Ｈ ｚ ～ 数 ｋ
Ｈ ｚ の 範 囲 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
し か し 、 そ の 周 波 数 が 高 く な る に 従 い 、 電 源 容 量 を 大 き く し な け れ ば な ら な い と い う 問 題
が あ っ た 。 ま た 逆 に 、 周 波 数 を 低 く 設 定 す る と 、 再 飛 散 が 発 生 し 大 粒 径 粒 子 の 集 じ ん 率 が
低 下 し て く る と い う 問 題 が 生 じ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
よ っ て 本 発 明 の 目 的 は 、 再 飛 散 を 効 果 的 に 防 止 し 、 高 い 集 じ ん 率 を 低 コ ス ト で 実 現 で き る
よ う に し た 、 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 、 お よ び 、 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 の 駆 動 方 法
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 は 、 空 気 中 に 浮 遊
す る 粒 子 を 帯 電 す る 帯 電 部 と 、 該 帯 電 部 の 下 流 に お い て 帯 電 粒 子 を 集 じ ん す る 集 じ ん 部 と
を 有 す る 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 で あ っ て 、 前 記 帯 電 部 と 前 記 集 じ ん 部 に 交 流 高 電 圧 を
印 加 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 こ こ で 、 前 記 帯 電 部 と 前 記 集 じ ん 部 に 対 し て 、 同
一 の 高 圧 発 生 装 置 よ り 同 一 の 交 流 高 電 圧 を 印 加 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 前 記 交 流 高
電 圧 と し て 、 正 弦 波 高 電 圧 の ほ か 、 矩 形 波 高 電 圧 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に 係 る 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 空 気 中 に 浮 遊 す る 粒 子 を 帯 電 す る
帯 電 部 と 、 該 帯 電 部 の 下 流 に お い て 帯 電 粒 子 を 集 じ ん す る 集 じ ん 部 と を 有 す る 交 流 電 界 形
電 気 集 じ ん 装 置 を 駆 動 す る に 際 し て 、 前 記 帯 電 部 と 前 記 集 じ ん 部 に 交 流 高 電 圧 を 印 加 す る
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る に 先 立 ち 、 ま ず 図 ８ ～ 図 １ ０ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 前 提 的
技 術 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 前 提 的 技 術
図 ８ は 、 本 発 明 の 前 提 と な る 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 の 断 面 構 成 図 で あ る 。 こ の 交 流 電
界 形 電 気 集 じ ん 装 置 は 、 帯 電 部 ４ ０ と 集 じ ん 部 ５ ０ か ら 構 成 さ れ て い る 。 帯 電 部 ４ ０ は 線
対 平 板 電 極 構 造 で あ り 、 １ 対 の 平 板 か ら な る 接 地 電 極 ２ １ ， ２ ２ と 線 状 の 高 電 圧 電 極 ２ ３
を 有 す る 。 こ の 線 － 平 板 電 極 間 に は 高 電 圧 電 源 ２ ０ か ら 直 流 高 電 圧 を 印 加 し 、 帯 電 部 ４ ０
に コ ロ ナ 放 電 を 発 生 さ せ る 。 直 流 高 電 圧 の 極 性 は 正 ま た は 負 の い ず れ で も 良 く 、 ま た パ ル
ス 電 圧 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
集 じ ん 部 ５ ０ は 平 行 平 板 電 極 構 造 で あ り 、 １ 対 の 平 板 か ら な る 接 地 電 極 ３ １ ， ３ ２ と 、 １
枚 の 平 板 か ら な る 高 電 圧 電 極 ３ ３ と を 有 す る 。 こ の 接 地 － 高 電 圧 電 極 間 に は 、 高 電 圧 電 源
６ ０ か ら 、 一 例 と し て 、 矩 形 波 高 電 圧 （ 周 波 数 ０ ． １ ～ ２ Ｈ ｚ ） を 印 加 す る 。 電 圧 を 印 加
す る こ と に よ っ て 、 集 じ ん 部 ５ ０ で は 、 静 電 界 が 発 生 す る 。 浮 遊 粒 子 を 含 ん だ ガ ス 流 は 、
帯 電 部 ５ ０ を 通 過 す る こ と に よ っ て 荷 電 さ れ 、 集 じ ん 部 ５ ０ の 静 電 界 に よ っ て 、 集 じ ん 電
極 上 に 捕 集 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 図 ９ お よ び 図 １ ０ を 参 照 し て 、 集 じ ん 部 ５ ０ に 矩 形 波 高 電 圧 を 印 加 し た 場 合 の 再 飛
散 防 止 メ カ ニ ズ ム を 説 明 す る 。 こ こ で 、 図 ９ は 、 集 じ ん 部 ５ ０ に お け る 帯 電 粒 子 の 捕 集 お
よ び 再 飛 散 防 止 モ デ ル を 示 す 。 帯 電 部 ４ ０ に は 負 の 直 流 高 電 圧 が 印 加 さ れ 、 粒 子 は マ イ ナ
ス に 帯 電 さ れ て い る も の と す る 。 図 １ ０ は 、 集 じ ん 部 ５ ０ に 矩 形 波 高 電 圧 を 印 加 し た 場 合
の 波 形 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ ０ に お い て 、 集 じ ん 部 ５ ０ に 印 加 さ れ る 電 圧 は 、 ３ つ の 区 間 に 分 け て 考 え る 。 ａ の 区
間 は 、 集 じ ん 部 ５ ０ に 正 の 高 電 圧 が 印 加 さ れ て い る 領 域 で あ る 。 ｂ の 区 間 は 、 集 じ ん 部 ５
０ へ の 印 加 電 圧 が 、 正 か ら 負 に 変 化 す る 遷 移 領 域 で あ る （ 数 ｍ ｓ ｅ ｃ ） 。 ｃ の 区 間 は 、 集
じ ん 部 ５ ０ に 負 の 高 電 圧 が 印 加 さ れ て い る 領 域 で あ る 。 ａ の 領 域 の と き 、 帯 電 部 ４ ０ で 負
に 帯 電 し た 粒 子 は 、 正 極 性 の 高 電 圧 集 じ ん 電 極 板 上 に 捕 集 さ れ る 。 捕 集 さ れ た 粒 子 は 、 直
ち に 正 に 帯 電 し 、 数 珠 状 の 極 板 凝 集 粒 子 を 形 成 す る 。 そ の 後 、 ｂ の 区 間 に お い て は 、 電 圧
の 極 性 が 正 か ら 負 に 急 激 に 変 化 す る 。 集 じ ん 電 極 板 の 極 性 が 正 か ら 負 に 急 激 に 変 化 す る た
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め 、 数 珠 状 の 極 板 凝 集 粒 子 は 、 静 電 気 に よ っ て 集 じ ん 電 極 板 方 向 へ 力 を 受 け 、 球 状 の 凝 集
粒 子 へ と 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
か く し て 、 球 状 の 凝 集 粒 子 に 変 化 す る こ と に よ っ て 、 剥 離 力 と し て は た ら く 風 力 や 静 電 気
力 が 小 さ く な り 、 再 飛 散 は 起 こ ら な く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
し か し 、 帯 電 部 ４ ０ と 集 じ ん 部 ５ ０ に は 、 各 々 個 別 の 高 圧 発 生 装 置 よ り 高 電 圧 を 印 加 し て
お り 、 シ ス テ ム が 複 雑 と な っ て い る 。 そ こ で 、 よ り シ ン プ ル な シ ス テ ム を 構 成 す る た め に
、 つ ぎ に 述 べ る 本 実 施 の 形 態 が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
実 施 の 形 態
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
帯 電 部 ４ ０ お よ び 集 じ ん 部 ５ ０ の 電 極 構 成 は 、 図 ８ と 同 様 で あ る の で 、 詳 細 な 説 明 は 省 略
す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 １ で は 、 帯 電 部 ４ ０ へ の 印 加 電 圧 を 交 流 高 電 圧 （ す な わ ち 、 正 弦 波 高 電 圧 も し く は 矩 形
波 高 電 圧 ） と し た 場 合 を 図 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
帯 電 部 ４ ０ の 線 電 極 ２ ３ と 平 板 電 極 ２ １ ， ２ ２ と の 間 に 交 流 高 電 圧 を 印 加 す る 。 交 流 高 電
圧 と し て は 、 正 弦 波 高 電 圧 の み な ら ず 矩 形 波 高 電 圧 を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の よ う
に 本 実 施 の 形 態 で は 、 交 流 高 電 圧 電 源 ７ ０ の 出 力 波 形 を 、 任 意 に 選 択 す る こ と が で き る 。
同 様 に 、 集 じ ん 部 ５ ０ に お け る 交 流 高 電 圧 電 源 ６ ０ の 出 力 波 形 も 、 任 意 に 選 択 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ２ は 、 そ の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 。 こ の 実 施 の 形 態 は 、 帯 電 部 ４ ０ と 集 じ ん 部 ５ ０ に 同
一 の 交 流 高 電 圧 を 印 加 す る こ と で 、 よ り シ ン プ ル な シ ス テ ム 構 築 を 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ２ に 示 し た 交 流 高 電 圧 電 源 ８ ０ の 出 力 波 形 も 、 任 意 に 選 択 す る こ と が で き る 。 す な わ ち
、 交 流 高 電 圧 波 形 と し て 、 矩 形 波 波 形 や 正 弦 波 交 流 な ど の 交 流 高 電 圧 波 形 を 用 い る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ れ ら 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 実 施 の 形 態 に お い て 、 帯 電 部 ４ ０ に は 交 流 の 高 電 圧 が 印 加
さ れ る の で 、 正 お よ び 負 の コ ロ ナ 放 電 が 交 互 に 発 生 す る 。 し た が っ て 、 こ の 交 流 コ ロ ナ 放
電 に よ り 、 帯 電 部 ４ ０ を 通 過 す る 粒 子 も 正 お よ び 負 に 交 互 に 帯 電 し 、 集 じ ん 部 ５ ０ で 効 率
よ く 集 じ ん さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
特 に 、 図 ２ に 示 し た 電 気 集 じ ん シ ス テ ム を 採 用 す る こ と に よ り 、 帯 電 部 ４ ０ に お け る 再 飛
散 が 抑 制 さ れ る と 共 に 、 帯 電 部 ４ ０ お よ び 集 じ ん 部 ５ ０ で 各 々 必 要 に な る 高 電 圧 発 生 装 置
が 不 要 と な り 、 単 一 の 高 電 圧 発 生 装 置 に よ り 集 じ ん が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ３ は 、 帯 電 部 の 各 種 電 極 構 成 を 例 示 的 に 列 挙 し た も の で あ る （ 大 野 長 太 郎 著 「 除 じ ん 集
じ ん の 理 論 と 実 際 」 ， オ ー ム 社 ， １ ９ ７ ８ よ り 引 用 ） 。 本 図 に 示 す よ う に 、 電 極 構 成 は い
ず れ で も 、 良 く 限 定 さ れ た も の で は な い 。 ま た 図 ４ は 、 一 般 的 な 各 種 放 電 電 極 形 状 を 示 す
（ Ｋ ． 　 Ｒ ． 　 Ｐ ａ ｒ ｋ ｅ ｒ 著 “ Ａ ｐ ｐ ｌ ｉ ｅ ｄ 　 Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｓ ｔ ａ ｔ ｉ ｃ 　 Ｐ ｒ ｅ
ｃ ｉ ｐ ｉ ｔ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ” ， 　 Ｂ ｌ ａ ｃ ｋ ｉ ｅ 　 Ａ ｃ ａ ｄ ｅ ｍ ｉ ｃ 　 ＆ 　 Ｐ ｒ ｏ ｆ ｅ ｓ ｓ ｉ
ｏ ｎ ａ ｌ よ り 引 用 ） 。 放 電 電 極 形 状 は い ず れ で も 良 く 、 限 定 さ れ た も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た 通 り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 再 飛 散 を 効 果 的 に 防 止 し 、 高 い 集 じ ん 率 を 低 コ ス ト
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で 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
特 に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 帯 電 部 と 集 じ ん 部 に 同 一 の 交 流 高 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 、 シ
ス テ ム を 簡 略 化 し 、 か つ 再 飛 散 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 、 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 を 示 す 断 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 を 適 用 し た 、 他 の 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 を 示 す 断 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 帯 電 部 の 各 種 電 極 構 成 を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 一 般 的 な 各 種 電 極 形 状 を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 一 般 的 に 知 ら れ て い る ２ 段 式 電 気 集 じ ん 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 再 飛 散 現 象 の メ カ ニ ズ ム を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 矩 形 波 交 流 電 界 形 電 気 集 じ ん 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 前 提 と な る 技 術 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 前 提 と な る 技 術 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 前 提 と な る 技 術 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ ０ ， ３ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ 　 　 高 電 圧 電 源
２ １ ， ２ ２ 　 　 接 地 電 極
２ ３ 　 　 線 状 の 高 電 圧 電 極
３ １ ， ３ ２ 　 　 接 地 電 極
３ ３ 　 　 高 電 圧 電 極
４ ０ 　 　 帯 電 部
５ ０ 　 　 集 じ ん 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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